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和⽂総説 2 -

和⽂総説 3 -

和⽂総説 4 -

和⽂総説 5 -

林　明⼈、剣道時代、ウィズコロナ時代の正しい⾯マスクの使い⽅、2021年4⽉号︔（589）︓131-133

Hayashi A、Kendo in the Age of COVID-19 Part2、KENDOJIDAIINTERNATIONAL︔2021.Jan 4

Hayashi A、Kendo and Health︓A survey regarding safety Part2、KENDOJIDAIINTERNATIONAL︔2021

林　明⼈、剣道時代、ウィズコロナ時代の冬場の稽古における換気対策、2021年3⽉号︔（588）︓128-129

林　明⼈、剣道時代、茨城県剣道連盟医学委員会実施　剣道における健康・安全のためのアンケート調査、2021年7⽉号︔（592）︓74-78
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和⽂総説 18 川上 途⾏, 春⼭ 幸志郎, ⾼橋 容⼦, 南雲 美⾥. ⾒て学ぶ 脳卒中診察⼿技 下肢機能障害・歩⾏. Journal of Clinical Rehabilitation 30(6) 563-569 2021年6⽉  
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サポートブック. 医⻭薬出版 2021年2⽉
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ケーションサポートブック，医⻭薬出版，2021，pp122-124

和⽂著書 5 岡阿沙⼦，⽥沼明︓転移性脳腫瘍．川上途⾏，和⽥彩⼦，岡阿沙⼦編︓脳卒中・神経難病・がん患者の「⾔葉をつくる・声を出す」を助ける︕コミュニケーションサポートブック，医
⻭薬出版，2021，pp125-127

和⽂著書 6 ⽥沼明︓脳腫瘍の特徴・診療・リハビリテーション診療の概要．辻哲也編︓がんのリハビリテーションマニュアル 周術期から緩和ケアまで 第2版，医学書院，2021，pp40-44

和⽂著書 7 ⽶永悠佑，⽥尻寿⼦，⽥沼明︓脳腫瘍 リハビリテーションアプローチ 運動障害．辻哲也編︓がんのリハビリテーションマニュアル 周術期から緩和ケアまで 第2版，医学書院，2021，
pp45-52

和⽂著書 8 安藤牧⼦，⽥沼明︓脳腫瘍 リハビリテーションアプローチ⾼次脳機能障害．辻哲也編︓がんのリハビリテーションマニュアル 周術期から緩和ケアまで 第2版，医学書院，2021，
pp53-58

和⽂著書 9 安藤牧⼦，⽥沼明︓脳腫瘍 リハビリテーションアプローチ摂⾷嚥下障害．辻哲也編︓がんのリハビリテーションマニュアル 周術期から緩和ケアまで 第2版，医学書院，2021，pp59-
61

和⽂著書 10 ⽶永悠佑，⽥尻寿⼦，⽥沼明︓膠芽腫により機能が低下しつつある時期のリハビリテーション治療．辻哲也編︓がんのリハビリテーションマニュアル 周術期から緩和ケアまで 第2版，医
学書院，2021，pp62-63

和⽂著書 11 上野順也，⽥沼明︓肺がん リハビリテーションアプローチ．辻哲也編︓がんのリハビリテーションマニュアル 周術期から緩和ケアまで 第2版，医学書院，2021，pp113-118

和⽂著書 12 ⽥沼明︓原発性⾻・軟部腫瘍，脊髄腫瘍の特徴・診療・リハビリテーション診療の概要．辻哲也編︓がんのリハビリテーションマニュアル 周術期から緩和ケアまで 第2版，医学書院，
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国内学会発表 3 阿瀬寛幸, 造⾎幹細胞移植患者に対するライフレコードを⽤いたリハビリテーションアプローチの試み, 第9⽇本がんリハビリテーション研究会, web,　2021年1⽉9⽇

国内学会発表 4 ⽥川康博、パーキンソン病リハビリテーション治療におけるサルコペニアの影響、第58回⽇本リハビリテーション医学会学術集会、京都、2021年6⽉11⽇

国内学会発表 5 春⼭幸志郎, 川上途⾏, 宮井⼀郎, 藤原俊之. 脊髄⼩脳変性症および多系統萎縮症患者における COVID-19の流⾏が⽣活機能低下に寄与する因⼦の検討. 第19回⽇本神経
理学療法学会学術⼤会 2021年12⽉18⽇

国内学会発表 6 ⼭崎皓太,急性期脳卒中重度歩⾏障害例の歩⾏予後良好例と不良例における発症早期の歩⾏特徴の相違点,第19回⽇本神経理学療法学会学術⼤会　2021年12⽉19⽇

国内学会発表 7 今井 由⾥恵, 堀 匠, 市川 忠, 藤原 俊之,重症COVID-19罹患後3症例の⻑期予後,第58回⽇本リハビリテーション医学会,京都、2021年6⽉12⽇

林　明⼈、パーキンソン病のリハビリテーションと⾳楽療法、第10回⽇本パーキンソン病・運動障害疾患学会（MDSJ）㏌京都、WEB開催、2021年2⽉20⽇

林　明⼈、パーキンソン病に対する⾳楽療法、第62回⽇本神経学会医学会学術⼤会、京都、2021年5⽉20⽇



国内学会発表 8 古川 雄都, ⻄川 美由希, 村上 悠平, ⼩⾒ 桃⼦, 伊澤 奈々, 補永 薫, ⽻⿃ 浩三, 藤原 俊之,COVID-19肺炎後critical illness polyneuropathyによると考えられる著明な
筋⼒低下をきたした症例,第58回⽇本リハビリテーション医学会,京都、2021年6⽉11⽇

国内学会発表 9 ⻄川 美由希, 補永 薫, 古川 雄都, 村上 悠平, ⼩⾒ 桃⼦, 伊澤 奈々, ⽻⿃ 浩三, 藤原 俊之,COVID-19感染症に対し早期よりリハビリテーション治療を⾏ったパーキンソン病の⼀
例,第58回⽇本リハビリテーション医学会,京都、2021年6⽉11⽇

国内学会発表 10 ⼩川 秀幸, 今井 由理恵, 堀 匠, 藤原 俊之,下肢装具による医療関連機器圧迫創傷に関連する要因,第58回⽇本リハビリテーション医学会,京都、2021年6⽉11⽇

国内学会発表 11 横⼭ 友貴, 補永 薫, ⾓ 優介, ⼭岸 宏江, ⼭中 義崇, ⽵内 正⼈, 森 芳久, 藤原 俊之,急性硬膜下⾎腫後のKernohan's notch症候群により重度の嚥下機能障害を来した患
者へのリハビリテーション,第58回⽇本リハビリテーション医学会,京都、2021年6⽉11⽇

国内学会発表 12 村上 悠平, 補永 薫, ⼭⼝ 智史, 關 達也, 粕⾕ 昌宏, 藤原 俊之,脳卒中後の⽚側上肢⿇痺患者に対する新しいリハビリテーションロボットの治療経験,第58回⽇本リハビリテーション
医学会,京都、2021年6⽉11⽇

国内学会発表 13 堀 匠, 今井 由⾥恵, ⽇詰 正樹, 市川 忠, 藤原 俊之,MoCA-J記憶項⽬が回復期脳出⾎患者の退院時運動FIMに与える影響,第58回⽇本リハビリテーション医学会,京都、2021
年6⽉11⽇

国内学会発表 14 ⾼倉 朋和, ⽥川 康博, 藤原 俊之,⾼齢2型糖尿病患者における認知機能、筋⼒低下、インスリン分泌低下との関連,第58回⽇本リハビリテーション医学会,京都、2021年6⽉10⽇

国内学会発表 15 ⾼倉 朋和, ⽥川 康博, ⼩⼭ 真吾, 國枝 洋太, 補永 薫, 根本 伸⼦, 橋本 健史, 藤原 俊之,下肢⿇痺に伴う膝痛・異常歩⾏に対し硬性膝装具Unloader Oneが有効であった2
例　3次元動作解析による歩⾏分析,第37回⽇本義肢装具学会,Web,2021年10⽉16⽇

国内学会発表 16 前⽥護友, 補永薫, 北川⾼⼠, 横井謙⼀郎, ⻄川美由希, 諌⼭玲名, ⼩⾒桃⼦, 伊澤奈々, 藤原俊之, 脳卒中⽚⿇痺上肢機能障害に対する経⽪的脊髄電気刺激を⽤いた新た
なリハビリテーション治療の試み, 第75回⽇本リハビリテーション医学会関東地⽅会, WEB, 2021年9⽉26⽇

国内学会発表 17 ⾼倉 朋和, 國枝 洋太, 秋葉 ちひろ, 宮嶋 雅⼀, 藤原 俊之, 特発性正常圧⽔頭症患者のタップテスト前後におけるSAI変化, 第40回⽇本認知症学会, 東京, 2021年11⽉26⽇

国内学会発表 18 ⾼倉 朋和(順天堂⼤学医学部附属順天堂東京江東⾼齢者医療センター リハビリテーション科), 國枝 洋太, 秋葉 ちひろ, 宮嶋 雅⼀, 藤原 俊之, 特発性正常圧⽔頭症患者のタップ
テスト前後におけるshort afferent inhibition(SAI)変化,  ⽇本臨床神経⽣理学会,  仙台, 2021年12⽉18⽇

国内学会発表 19 吉川 友紀⼦, ⼩⼭ 真吾, 國枝 洋太, 渡邉 啓⼦, 柴⽥ 展⼈, ⾼倉 朋和認知症治療病棟におけるCOVID-19患者へのリハビリテーション治療, 第40回⽇本認知症学会, 東京,
2021年11⽉26-28⽇

国内学会発表 20 ⼭崎優太、症例報告　頸髄腫瘍術後の歩⾏機能と⾜踏み動作の関係、第36回脊髄外科学会、Web会場、2021年6⽉3⽇

国内学会発表 21 林祐介、他、脳卒中重度歩⾏障害例において発症早期の歩⾏中の⼤腿四頭筋筋活動は歩⾏中の⾻盤⾓度と歩⾏速度が関連する．第19回⽇本神経理学療法学会学術集会、岩
⼿（Web開催）、2021年12⽉19⽇

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同

特別講演・
招待講演 1

特別講演・
招待講演 2

林　明⼈、特別講演、ボツリヌス治療の進歩と実際、Neurology Online Conference　㏌宇都宮、WEB開催、2021年3⽉15⽇

林　明⼈、特別講演、ボツリヌス治療について、茨城営業所社内講演会、ホテルグランド東雲、2021年3⽉19⽇



特別講演・
招待講演 3

特別講演・
招待講演 4

特別講演・
招待講演 5

特別講演・
招待講演 6

特別講演・
招待講演 7

特別講演・
招待講演 8

特別講演・
招待講演 9

特別講演・
招待講演 10

特別講演・
招待講演 11

特別講演・
招待講演 12

特別講演・
招待講演 13 補永　薫、教育講演、脳卒中回復期におけるリハビリテーションアプローチ、第46回⽇本脳卒中学会学術集会、Web、2021.3.11）

特別講演・
招待講演 14 補永　薫、⽣活期を⽀える痙縮治療、東葛南部エリア痙縮治療を考える会、浦安、2021.9.8

特別講演・
招待講演 15 補永　薫、⽣活期を⽀える痙縮治療、痙縮治療を考える会 in 本郷、東京、2021.10.14

特別講演・
招待講演 16 補永　薫、経頭蓋磁気刺激の応⽤、第5回⽇本リハビリテーション医学会秋季学術⼤会、名古屋、2021.11.16

特別講演・
招待講演 17 補永　薫、⽣活期における痙縮、第2回⽣活期リハビリテーション医療にかかわる医師のための研修会、Web開催、2021.10.30

特別講演・
招待講演 18 補永　薫、回復期リハビリテーション病棟に必要な評価、回復期リハビリテーション病棟専従医師研修会【アドバンスコース】、Web開催、2021.2.26

特別講演・
招待講演 19 藤原俊之: 経⽪的脊髄電気刺激を⽤いたリハビリテーション治療. 第48回 ⽇本リハビリテーション医学会中部・東海地⽅会専⾨医・認定臨床医⽣涯教育研修会, 2021,2⽉ 名古屋.

特別講演・
招待講演 20 藤原俊之: 運動制御・機能開腹を理解するために必要な神経⽣理. 第58回 ⽇本リハビリテーション医学会学術集会, 2021, 8⽉　京都.

特別講演・
招待講演 21 藤原俊之: ⾮侵襲的脳刺激・電気刺激のリハビリテーション治療への応⽤. ランチョンセミナー. 第51回 ⽇本臨床神経⽣理学会, 2021,12⽉ 仙台.

特別講演・
招待講演 22 藤原俊之: ウエアラブル経⽪的脊髄刺激によるリハビリテーション治療. 第3回 ⽇本再⽣医療とリハビリテーション学会, 2021,11⽉ 東京.

林　明⼈、特別講演、パーキンソン病のリハビリテーションと⾳楽療法、パーキンソン病リハビリテーション講演会㏌新潟、リアルタイム配信、2021年9⽉30⽇

林　明⼈、特別講演、未来を切り開くリハビリテーション医療〜⼈⼯知能からボツリヌス療法まで〜、取⼿医師会学術講演会㏌取⼿、リモート講演会、2021年5⽉25⽇

林　明⼈、特別講演、パーキンソン病のリハビリテーションと⾳楽療法、PD⾳楽療法を考える会㏌⼤分、WEB配信、2021年6⽉18⽇

林　明⼈、特別講演、パーキンソン病のリハビリテーションと⾳楽療法、パーキンソン病リハビリテーション講演会㏌福井、WEB配信、2021年7⽉8⽇

林　明⼈、特別講演、パーキンソン病のリハビリテーションと⾳楽療法、パーキンソン病患者さんを多⾯的に⽀える会㏌⼤牟⽥、リモート講演会、2021年9⽉2⽇

林　明⼈、特別講演、パーキンソン病のリハビリテーションと⾳楽療法、パーキンソン病患者のリハビリテーションを考える会㏌京都、オンライン開催、2021年9⽉9⽇

林　明⼈、特別講演、パーキンソン病のリハビリテーションと⾳楽療法、パーキンソン病治療2021㏌⿅児島、WEB配信、2021年10⽉14⽇

林　明⼈、特別講演、パーキンソン病のリハビリテーションと⾳楽療法、第4回パーキンソン病リハビリテーション研究会㏌横浜、オンライン配信、2021年11⽉4⽇

林　明⼈、特別講演、パーキンソン病のマネジメントと⾳楽療法、第1回県南脳神経内科連携講演会㏌茨城、オンライン配信、2021年11⽉25⽇

林　明⼈、特別講演、剣道と新型コロナ感染症について、茨城県剣道社会体育指導員協議会研修会、相知館、2021年12⽉11⽇



特別講演・
招待講演 23 ⽥沼明︓病期に応じたがんリハビリテーション，静岡県理学療法⼠会内部障害系専⾨部会　第8回がんのリハビリテーション研修会，沼津，2021年1⽉16⽇

特別講演・
招待講演 24 ⽥沼明︓がんのリハビリテーション医療，⽇本リハビリテーション医学会中部・東海地⽅会　第7回若⼿医師のためのリハビリセミナー，web，2021年8⽉28⽇

特別講演・
招待講演 25 ⽥沼明︓静岡県東部・伊⾖地区におけるリハビリテーション連携の課題と展望，第1回順天堂伊⾖リハビリテーションセミナー，web，2021年10⽉15⽇

特別講演・
招待講演 26 ⽥沼明︓副神経障害，第5回⽇本リハビリテーション医学会秋季学術集会，名古屋，2021年11⽉12⽇

区分 番号 研究者名, 活動の名称（執筆、出演、受賞等）, 執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年⽉⽇等 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1 -

その他
（広報活動を含む）

2

その他
（広報活動を含む）

3 ⽥沼明︓がんリハビリテーション，順天堂⼤学医学部附属順天堂医院がん治療センター第78回ミニレクチャー，2021年7⽉公開

⾒川彩⼦,⼀般講演,⽚頭痛診療の現状と課題,アジョビ発売記念講演会,⼭崎製パン企業年⾦基⾦会館より配信,2021年10⽉15⽇

林　明⼈、患者・家族・医療者をつなぐパーキンソン病情報誌「とりぷる」合本・アルタ出版株式会社2021年6⽉30⽇


